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病虫害は少ない。 

剪定は落葉期がお薦め。７～８月頃、新

梢に花芽形成し翌年開花・結実するので、

夏以降刈り込むと結実が少なくなる。夏

以降は、徒長枝の切り戻す程度の軽めの

剪定がよい。 

根は、窒素固定細菌と共生しているため、

痩せ地にも対応できるが、定植後の移植

は難しい。グミの仲間は移植を嫌うため

コンテナ栽培品やポット栽培品が多く流

通している。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

大きな実をつけ人気の‘ビックリグミ’は、ナツグ

ミとよく似た近縁種＇トウグミ＇の選抜品種。 

Memo 

４～５月に花をつけ、５月下旬頃から実が赤く

熟すことからナツグミと呼ばれる。先端が４裂

して花弁のように見えるのは萼（がく）で花弁

はない。花よりも赤い実を近くで楽しめる配植

がお薦め。グミの仲間は、葉の裏に細かい毛が

密生し、銀色や黄金色に輝く特徴がある。 

生長：やや速い 特 記 

グミ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／低木／木本植物／在来種 

ナツグミ  [ 夏茱萸 ]  

コミスジ 

カケス・メジロ・オナガ・コムクドリ 

https://5honnoki.jp/sp/detail/butterfly/id/13
https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/6
https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/22
https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/5

